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第 11'戸:はじめ K

近来，新教育に対する批'l'.lJの形として起って来た‘学力問題、は，現在，新

教育の自己反省という形態で検討されつつある。 ミ基礎学力問題、ないしは，

ミ学ブJ構造論ミ等に関するはなぱなしい論争は，ζのよう々 、現実をー証左するも.

のである。

本教育研究所では3 はやくから占基礎学力面に注目し3 さきに2 研究紀要第二

集「算数数学学カ後者J (小学校4，5， 6年および中学校3年各学年別用〉

および，第六集 「算数学丈l後夜J (小学校4，5， 6年共通用)を発表しさ

らに第九集「算数数学学力検宅J (小学校 1，2， 3年および中学校 1，2年

各学年別用)を公刊した。国語科関係では3 昭和27年に í~と主主読解力検査」

(小学校2年用小学校3，4作用小学校5，6作用および中学校 1，2， 3年

用〉を作成した。しかしs その後3 国語科学習資料の増加や3 学習環境の整備

鉱充に伴って3 国語科学力水準が全般的に上昇し3 さきの検査問題は，いちじ

るしく函難度を減じた。その上学力視IJ定の進歩や3 学力構造の虫明に伴し、3 問

題構成面にも改善の必要を生じた。

上述の観点から，IJ学校および中学校の語解力検牽の根本的改訂を進めた。

昭和30キf8月に作成計画をたててから3 昭和32年5月に改訂事業党終るまでに

(1)小学校1，2， 3 ~手周 ω小学校4，5， 6年用 (3)中学校 1，2， 3年用
の三置を完成した。これにより 3 木県ではp 小学校 l年からs中学校3年まで

の、読解力検査、を整備したわけである。

この研費紀著書では3 紙数が限られているので3 主として，国語科学ブJとの関

連において，本、読解カ検査室、ならびにミ文章読解力検査、の構造や， .特質に

ついて説明し，テストの機能上に検討を加え，さらに3 本テス トの結果に現れ

た~績を吟味して，学力に及ぼす要因について考察したい。三種の倹変革こつい

ては3 向ーの偶点と乎続きで検討し記述する予定であるが，特に紙数の制約主

主要な点にとどめなければならない。



第 2章 問題作成の目的と意義

2.1 問題作成の目的

との学カ検査作成の間的は，つぎの三つである。

(1) 木県小学校1，2， 3年の読解力3 およびp 小学校4，5， 6年ならび

に中学校1，2， 3，年の文章読解力を客鶴的に評価し3 その結果を学習

指導の効率化に役立てること。

ω 国語科教育課程の構成や，改善のための客観的基礎資料を提供するこ

.1:0 

(⑤本県児童生徒の国語学力を調査し3 その実体や要因を推定すること。

前記(1)とく~)の目的はp 直接的間接的の差遣はあるが3 本質的には等し

いものでらる。ただ，使用の場を強く意識したいために掲げたものであ

る。

2.2 問題作成の意義

国語科教育の現状をみると3 科学的方法導入の一環として3 かなり測定用具

が使用されだしている。しかし3 現笑には，テストの選択判別に困難している

点もあり，また全国的な標準化が施してあるといいながらも襟本数の過少なも

のもゐる。また全国的水準が明示されているが， 県内での位置づけはできな

い。上述のような現行市販のテストによって満足させられない部面を補うこと

が3 作成の芭接動機であり意義である。

この込読解力検査、は学カを概括的に把握する概観テストの性格をもっと同

時に3 欠陥や2 特長を明白にする診断テストの性格も兼ね備えているので，こ

のテストを使用することによって，つぎのような効果が期待できる。

∞客観的な学力測定ができ?る。倒k の児童生徒ならびに3 学級や学校の学

力の状視を調査することがでまる。
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め しかも3 この結果を利用することに主っ-e，:f:の学校・学級の見童生徒

の国語学ブJを全県の児童生徒3 ならびに，同じ地域層の他の学校・学級と

比較することができる。

(3) 知能テストと併用することによって3 倒k の児童生徒が2 その可能水準

まで学習を成就しているかどうかの判定ができる。またs他の学業テス干

との相関をみていろいろの角度から判断する子とができる。

ω また3 告を級や，学校全体としての学力水準の妥当性を検討しP 正常な一
定水準を確保させるための資料となるo

ゆ このことは，また学扱や学校全体の学カ面の不均衡を打診し，ゆがみを

矯正するための教育課程の構成や，学習指導法の改善に寄与することとな

る。これはひいては，県下の国語科学習全体の進展を促すこととなる。

要するに，以上の五項目は3 それぞれ前述の目的ωωωに対応するこ
ととなる。

第 3章 問題作成と調査の計画・経過

問題作成と調査の計画

問題を作成し検査する立場からは，なにをどういう角度からみるのかという

問題領域や，問題内容や3 検査の方法が吟味されねばならない。検査すべきこ

とがらや，その構成や3 内容の妥当性や3 検査方法の精密性が確立されていな

ければならない。また，結果の処理方法についても正確に計画しておかねばな

らなし、。

調査についてもp 対象とすべき標本の選定抽出，調査の組織や，その手l'頂や

方法3 および結果の処理考察についての見通しがたてられていなければならな

い。この章では，全体的な立場や3 留意点について述べ，細部にわたっては関

係各章でふれることとしたい。
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3.1. i 問題作成と調査の立場

問題作成に関してはつぎの立場をとった。

(1) 基本的には，学習到達目標をp 文部省小学校学習指導まさ領圃語科編(昭

和26年改訂版〉および3 中学校2 高等学校学習指導要領国語科編に求め

た。特にその中に記載してある能力表に準悔した。

また3 副次的には各方面で発表されている国語科の能力調査結果をも参

照するように努める。

(2) 各学年別の検査問題を作成することも可能だが2 今回は学年の伸びを測

定したり ， 学年~.日互の成績会比較しやすいように， 3*年共通のもの之す
るの

(3) /J、学校1，2， 3年用f"i，基礎的な読解力をみるものとし，小学校4，

5， 6年および3 中伊校 1，2， 3年は碁儲的な文章読解力をみるものと

する。したがって問題内容も3 小学校1，2， 3年用には3 文字3 語いを

含むが，小学校4年以上のものは文章読解カの内部構造に関連して分析さ

れていて，文字力3 語いカの面は一応除外する。

(4) 学力検査の困難度の平均は3 三種とも中間学年で全県についておよそ

45%~55%を予想する。

(① 全県基準として3 偏差イ|ま基準p 五段階品等基準を設定する。

(6) 検査問題数は3 文字数3 語い数3 文の長短等によって一律に定められな

いが2 小学校低学年用では200間程度3 小学校高学年以上では100聞をこ.

えない範囲とする。

的検査時聞は3 被検者の疲労度その他を考慮してs 低学年では，45分を3

高学年用以上では60分をこえないこととする。

〈⑤ 全県的に標準化する場合には2 正当な手続きに従って層化するがz予備

テス トの段階にも十分地域的3 学校規模別的な碇慮をする。

(9) 調瞳機憾の許す限り，調査期間や3 予算の許容される限仇できるだけ

多くの読査刻象を選び3 細密な手続きをふむ。

3.1.2 問題作成上の留意事項 ，
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問題作成にあたっては3 つぎの点に留意して3 検査の妥当性，信頼性3 適応

性等の具現を却した。

ω 概観テストとしての性絡をもたせるために3 共通学年内での学習上の全
要素を的確にとらえて，これを検資問題に構成することが必要である。小

中学校の学習指導要領一一特に能力表や，到達自擦を吟味し3 要素系列を

考えてこれに対応する問題構成を工夫すること。

(2) 学力検査は，学苦効果を概定するものであるから3 釘i能で解決し得るよ

うな内容はさけ，学習の結泉3 習得した知識技能によって解決し得る性格

をもつものとする。

(①学力検査問題はp 優秀児や遅進児など，児童各自の学力の個人差が明白

に弁別できるものでないと適応性を欠くこととなる。したがって3 学力検

査全体として3 問題の困難度が高次なものから3 低次なものへと 3 均等に

分布されることが3 望ましい。本検査問題では3 全体として平均通過率が

10%-90%程度に分布するように注意するo また得点分布曲線も， 一方に

・偏したり) J[rが二つもできるようなものにならないように留意する。

ω実施上の効率3 処理上の能率を考察しむ主として選択法による。した
がって3 特にまぐれあたりの人る確率の大きい問題やp 解答に必然的な段

階差を生ずるような問題はさける。

(6; 関連的な連続問題は個k の問題の独立i主党失いp また他の単独問題との

比重が難点となるので3 問題の着想としては新鮮だが採らない。

(6) 小学校低学年月の文字・語いに関する問題は別として3 その他の文章読

解に関する問題では，説字力の影響を極力さけるために3 できるだけ平明

な漢字を使用し，必要に応じてJレピをつけることα また3 低学年では3 文

字カ，智い力，読解力の発達様態を考臆して3 具象的な絵図類を併用する

」と。

的検査実施者やJ 採点者の主観や惑意が混入しないように2 テストの実施

方法や，採点基準を明確に規定すること。

ゆ実地上の手事手.さ3 処理手続舎の簡単さ・3 所要経費の安価なことなどの現

実的条件は3 検査の妥当性や3 信調性の確立とともに重要なことがらであ
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る。これは必然的に検杏問題数や，文の長L 検主主時間等に闘係してくる

ことがらであるが，これらは3 被検者の疲労度の問題と共に3 前舗に述べ

Tこ。

(め 検査問題の素材は3 教科書はむろんのこと3 他のアチ戸プメントテスト

や， 7ークプツク類に現出しないものであることを条件とする。

o.Q1検査問題の活字の大きさや，行聞のあけがた3 匂読点や， くぎり符号等

その他3 表~ëLl::， 形式上の条件は， 読書衛生的観点・読書指導的観点から、
正当を期すること。

3.1.3 問題作成と，調査の組識

この学力検査は主として3 当教育研究所の事業担当責任者によってすすめら

れたが，計画原案に対する審議や3 検資問題作成などの重要な段階では多くの

人k のi1fiJカを得た。

問題作成の組織はつぎの通りである。ただし問題作成委員の勤務所属名は，

問題作成委員会開催当時のものである。

(1) 問題作成委員

μ) 小学校1.2. 3年用問題作成委員〈五十背順.敬語革路〉

石原幸一郎〈新潟大学教育学部附属高田小学校教諭〉

高 井右門〈三条市立菜館小学校教諭〉

田中久直 〈長岡市教育委員会指導主事〉

徳永 E定 〈新潟市鏡淵小学校教諭〉

(υ) 小学校4. 5， 6年用
問題作成委員

中学校1. 2. 3年用

田中久 直〈長岡市教育委員会指義キ事〉

田村 孝く新潟大学教育学部附属高岡中学校教諭〉

関 平八郎(新潟大学教育学部附属長問中学校教諭〕

関谷栄太郎( 11 附席減i潟小学校教諭〉

能登行雄( 11 ・ ー附鼠執渇中学校教諭3

細川浩一( 11 附属高田小学後教諭〕
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問問題原画作成者

古悶芳雄〈教育庁指m主事〉
侶) 標木調査設計

武藤 i与

仏)事業担当資任者

谷沢隆一 小竹省三 北原皮平

侭) 本調査突施のため山張したもの

谷沢隆一 小竹省、三 栗質賃次 小田 E衛

価)報告:a執筆

谷沢隆一

3.2 作成と調査の経過概要

この検査問題の作成と調査が計画され2 一応の完結をみるまでの主な経過は

つぎのとおりで為る。

昭和30年

8月20日 読解力検資作成方針の諾し合L、，実施日程の立築

9月9日 小学校4，5， 6年用，および中学校1，2， 3年用の文章読解力

検査問題作成委員会開催。出席者前記の六委員および板谷越部長，

谷沢，小竹，北原の三所員

10月30日

11月

問題原築の収集完了

第一次試作問題の焼成作業

12月四日14日 第一次予備テスト依頼と説明のため，谷沢，小竹両所員出張

12月15-18日 第一次予備テス ト実施

昭和31年

1月10日 第一次予備Tスト結衆処狸完了

1月13日 第二次予備テスト問題作成完了

1月16日17日 第二次予備テス ト依綴のため谷沢，小竹両所員I-H張

1月18-20日 第二次予備テス ト突施

1月30日 告第一次予備テス ト結果先腿完了

2月3日 偽三次予備テスト問題作此完了
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2月5日6百 第三次予備テスト依聡:iの?め谷沢，小竹両所員出狼

2 月 7~14 内 第三次予備テスト突施

2月2!i円 全信.次予備テスト紡栄処子見!と，本テスト問題作成先f

2月27日~3月 12日 本テスト依頼のため，両所員1I日，r'313会湯に!1IiW.税明

2月28日-3月初日 本テスト実施と.;g送

4月2G日

5月15日

・5月30日

6月2日

7万2日

7月27日

10月20日

11月1日

11月2日

12月30日

昭和田年1月

本テストの結果処理完了

学カ検査の手引完成

小学校4. 5. 6 i:J:'刑rt巧老後1. 2， 3主p用文菅波解力検査問題用

紙および検査の手引，集計用紙の印刷完了〈三条市野鳥鴇底〉

令同教育研究所連盟研究発表大会において「文章続解ブJテストの結

;r!と，学習指導の改善点」と題して発表〈谷沢所員一一宵山市公会

堂〉

小学校1. 2. 3.年間続解カ検査問題の作成方針，計繭打合せ

小学校1，'2， 3年周波解カ検資問題作成秦員会を開催，前記の四

委員ならび仁板谷越研究僚長および.谷沢，小竹・所員出席

m-次試作問題の原集収集おわる
策一次テスト問題原索作成

問題の原虫i作成を古副主裁に依頼

関題原困完成

1月24白 常一次予備テスト依額出張〈谷沢，小竹〕

1月25-28日 第一次予備テスト突縮

2月8日 第一次予備テスト結果処思

2月15日 第二次予備テスト依願出狼〈谷沢，小竹〉

2 月16~19R 筑二次予備テスト実施

3月10日 銘二次予備テスト結以先田1完了

3月15日 第三次予備テスト問題作成

3月19日

4月10日

4月15日

第三次予備Tスト依傾と喫施く谷沢，小竹〉

第三次予備テスト結集処混完了

本テスト問題作成
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4-JJ 30口 〆f>;テスト問題のr，T;版印刷完了

5 H 2-10日 木テスト依頼のため， 9会場へ分招凶張〈察質，谷沢，小田〉

5月13-25臼 ヌドテストの突施と，返送

5月27日 本テストの結採だ閣に7野手

6月10日 2 木テストの結果先膿完了

6月15日 手引き諸原稿完成

6月30臼 小学校1，2， 3 年間続解力総査用紙，同手引認，同fiI(~集計閉紙

の本印航完了(三条市ーノ;木戸野島書庭〉

11月11日 他の研究事業のた必r.中断していたテストの検定作柴を慌始

11月14日 教育研究所連盟関東地以研究発表大会に「回程科の突餓e"学習指

場上の改善点Jとして.テストに関する一部を発表(藤沢市秩父宮

記念館ーー谷沢町長〉

昭和33年

2R25日 検定作業終了

2月26日 報告d軒下成に策手

3 F)20日 報f'J糾作成完了

第4草 国語の基礎学力と読解点検査の構成

4.1 国語の基礎学力

0国語学ブ7の意義 人が言語によって理解し表現する能力を「言語能力」

というが，言語という場合は3 一般的な抽象度の高い概念をきしていることに

なる。言語能力lれもっとも広い意味て吋3 言語生活処理能力，言語終験活用

能力であるべきである。われわれが3 能力左呼ぶものは3 一般に3 内ギF的p 議

質札悶・r杓なものであると考えられている。したがって，言語能力とは，言
語生活やp 言語科験を支持L)中核的p 原動力的な作用をなすところの，かた

り固定性p 恒常性のあるものであると考えられる。ただし，新しい能力説で

-~ -
ι
L
 



は，能力の司亥性p 弾力性を重視し1I:l教育のような，言事ー賓3 環境の二元論に

陥りはしない。

能力は生活終験によって穫得されるし穫得の結果は生活の上に:反映してく

るものである。言語能力もまた3 言語生活終験によって増大しs それが言語生

活の上に具現してさらに一段と3 確実化される。われわれは，能力を根底的な

ものとして同定したものとは考えなかった。ただ3 是正雄能力主いう時，これを

要素的な基本能力と場え，総合的有機的に働き合う音r.面之は切り離して考える

こととした。

つぎに国語能力と呼ぶ場合3 特定の母国語を対象とする点で，言語能力より

は多分に具象性をもっている。しかし，能力そのもののありかた働きかたは，

同じであると考える。

最後に匡語学力主呼ぶ場企，前二者よりもさらに狭義にこれを宮解する。端

的にいえば，それけp 字校の匡語学習によって得られる能力でまbり3 学校教育

が目標ーとする国語科の能力といってよいであろう。

0国語学力観

-戦後論議の集中した学力低下町問題は，特に是正縫教科主目される，ti(級数学

学力と医語学力に焦点づけられたといっても遺言ではなし、。 ところが，この学

力観自休にけ，さまざまの問題がふくまれていて，萩教育と旧教育の主張の撃

突さえみられるが3 容易に解決のつかないことがらである。

端的にいえばp 旧教育における匡語学ゴJ観け， 3RSの色影が強く，匁議本イ立

で、あり 3 具休的にいえば文字能力，文法能力，それに，古典の競解力や，範文

的な形式的文章表現能力が加わったものとみてよいであろう。

しかし，経験主義の洗礼を受けた新しい国語学力観では3 知識のみを学力と

は認めないで，自分の考えをはっきりとまとめて述べる主か4要領のよい報告

書を作成するとカうふつうのコヒ章の要点をつかむとかいうような生括的技能3

能力会もふくめて考えている。すなわち，間七時す3 読む3 書くの実際的な

技能を，しかも，関連的に働いている技能を中心に学力というものを考えてい

くべきであるとの主張が強い。

国語教育でミ基礎学力が、問題にされあ時3 それは二主主性合帯びている。ま

一10-



f ず一…て…は…り蹴
科で、ある。その悲礎教科の中で3 さらに基本的な能力はなにかという重複した

問題が提起されるととになる。

1. 一般に3ゐらゆる種類の説ムr活動や3他教科の学習活動のよE植は3国語の学

カであるとt命ずる。 この綴合には国語の能力がすべて基礎能力であるか2 特に

他教科の学習，教科言:の学習という見地から，漢字力と読解力が前面に押し1.1:1

されてくる。現実には教師の話を正しく聞きとったり 3 自分の荒見をE確に論

理的に述べるとい うようなp 話聴学習商の必礎カも重要な要素になる管である

が，社会的にはひそんでいる。ただ3 国語教育ー学者や3 進歩的な実践家にはむ

しろ3 聞くブJ話す力に主軸.{(おく傾向さえみられる。

r この対立lむ突は詩教育観の根本的相違に李基づくものであるが，一面から
は3 これが二元論の反映であるともいえる。日本に経験主義的な教育思潮を導

入したアぷ Uカでも，まだ33ftむ3書くは技能でありくArt)} 文法は知識で

あり，ー侭の科学体系であるという見かたが存在している。わが国で，知識本

位の立場が残仔することは当然であり， ミ漢字力、を問題にする場合でも，泣

字使用の能力よりもp 漢字の将得数，記憶数を重視する傾向がある。

0領域別国語学力

以上のように，基礎学力と 3 一般に呼称しても3 内容的な義違はきわめて多

様である。そこで，全体的視野から，国語の能力を領域別にみて3 その基磁を

採ってみたい。一般的に分溜するとつぎのようになろう。

匡語学力 源取力 必'Jfカ 絞解力

談議・)] 作文)J 言詩(1~知識(文浩拘能力〉

しかもこれらの能力は，並列的存在ではなし相互に関連呼応する有機的な

構造とs位相的にJ二部3 下部のからまり合いを有している。ひとつの能力をと

らえてみても3 そこに統合的なものと 3 下位分節的なものが想定される。

検査の立場からいえば3 その検杏の性格構造によって，対象とする能力の選

択に限界があるのは当然であり 3 そこに吟味すべき問題がある。これらの能力

を概観してJ われわれのとらえようとする能力の問題にふれてみよう。

A 聴 取 力
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同き取るという言語活動は2 話しずと開き予との聞に成立する理解活動で、あ

る。話し手の意図が3 話しことばという音戸表象を通して3 聞き手?と伝わる時

この媒介によって3 発信者の意図を理解し，両者の関係を成立させる活動であ

る。したがってP つぎの過程が必要となる。

1・ー物理的音声が耳から伝わって3 音声表象がおこされる過程

2.音声表象に呼応する概念が，喚起される過程

lの場合にはs生理的な基礎能力が前提となるが，これはきわめて一般性を

もつものであって3 国語科独得の基礎能)]と考えるわけにはいかない。 2の場

合はp 会11能や，言語心理に関連する分野であって3 かなり言語的な特質をもっ

ている。この意味では，他教科学習にも通じる広汎な意識をもっ能力であるが

具体的に国語能力という場合はp 語られる語いや，文を理解するという力を指

すことになる。閉さとる活動が成半するための基礎活動としては

げ) 音声の聴取(吟ことばの理解 付 文脈の理解 仲 内容の把握の

同点が考えられる。

ところで3 聞く言語活動の形態としてはJ 聞き手と語り手が一方的に固定し

ている講演説明等の場合だけでなく 3 会議や3 討議などのように，話す活動と

の相互活動として行われる場合も多い。したがって3 その額型によって聞きと

りの目的と機能に相違を来す揚合があるけれども3 本質的には共通の基礎能力

が要請されるといえよう。たとえば3 ミ話し手のな図をEしく聞きとる、 と

かs 、話されることがらを正しくつかむ・、というよ 3なことは3 どの形態でも

必要になってくる。以上のような，聞く活動の構造主3 形態からみて基礎能力

を分析すると，

①音声言語を聞きわける能力

@話の内容を把握する力

②語意を盟f'i7~する能力

@話し手の意図宏理解する能力

⑤話の内容や表現についての批判力 @ 円己の表現に結びつける能力

などが考えられる。

これらの能力を評価する場合には， メモの調蒼や3 報告記録等でもできる

が3 標準化は困難である。 一般l

笑占織車されているが，その際3 客観性を高めるTたこめlにこlは主3 レコードや，録苦テ{
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フ』ミ与の周具が必要である。われわれは3 調公機構や3 調公作成貴の上からも3

ttlj愛せざるを得なかった。現在この種のテス トの信頼度についてはp 間是買を感

ずるが，将来測定用具の発速によって，障害を克服できると思われる。

B 談話力

話iす活動は3 いうまでもなく聞く活動と表裏危なすものであり 3 その過程は

後者と近似している。人が話す場合には3 まず言語中~:区にその話そうとする概

念がおこり 3 その概念が生起すると同時に3 聴覚中杷に3 聴覚脚換が喚起さ

れ3 それが巡動性言語中枢の作用でp 口腔を通り音声となって表出される過程

をたどる。この過程の中で

①概念と聴覚映像〈音声表象〉が喚起し合う過程

②聴覚映像が音声として表出される過程

の二点に注目することが重要であるといわれる。

①は3 発語の問題であり，表現以前jの精神的現象である。 r内諾」とか3 言
表以前の込者えことばミとかいわれる種額のものであれ言表に関する根源的

な能力て・ある。これを究明することは3 大脳生理学的観点や3 言語心理学的な

手法を必要とする。音声表象を生起する作用の鋭敏さや3 精密さまでとらえる

ことは容易でないから3 われわれは3 一般に可視(1りな商一一言表そのものを現

象的にとらえることになる。したがって3 ②の週程に関しての分野が検査対象

となる可能性が強い。

話しことばによる表現活動は3 その構造をみると3 ききとり活動の受動性に

対して，能動的3 積極的な面が対応しているといえよう。すなわち，げ) 音声

の表出一一付肴表の技能(身振り，表情〉など (め ことばの:適切な使用

(ベ 文脈の適用 (ニ) 意図の表出 の四要素がp 話し手によって統合されるこ

とが必要であるが，これらはみな3 聞く活動と対をなすものである。

またp 話す活動の形態は3 量的には背反するがp 類型としては一致する。講

義のように3 話し手の一方的な能動形式もあるが3 雄談，会議のように3 聞き

乎と話し手が，相互にその立場を変えて活動し合う形態もある。一方3 開会手

~ l が直接にいる場合じ間接的に存在する場合のような二種の義異がある。

しかし3 何れにしても3 共通的な3 基礎能力が存在してj話す活動を推進す

-
E
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るものと考えられる。その能力を分析的にみるとつぎのようになるといえよ

う。

①発音する能力 ②音声言需を適切に使用する能h

@ 正しい文脈によって内容を構成する能力

@筋道を立てて，まとめて話す能力

これらの分節商を統合して3 話し手の思想，感情3 知識などを相手に伝える

ことになり 3 こオl!"i意図を表現する総合的な能力ということができょう占われ

われは2 話す能力の検杏~;こは3 聞きとりJ;J、上の匡難を感じている。殊に現状で

は3 話す能力の検査の標準化はもっとも困難度の高いものである。罰l.filli尺度に

よる一応の許定は可能であろうが3 厳密な客観性をもたせることは容易でばな

い。前述した諸能力よりもさらに細かな下位分節である，アクセントや3 イン

トネ{ションでさえ3 議密な科学的評価を期待することが困難である。

C 書くことの能力

一般に喜ーくことの基礎能力としづ場合に，二面が考えられる。ひとつは3 比

較的受動的な3 反射此な能力であり， これを昔ー写能力と名づけ2 いまひとつ

は3 主休的3 議極的な能hであって3 これを表現能力と名づける。

(1) 書写能力

これを技能的立場から区分すると，視写3 聴写3 暗写の三種になる。このう

ち3 視写は，清書や3 浄書という段階があれこれが3 芸能的領域へ発展する

契機を胎み3 さらに，暗!:ff-の段階方、は，佃'1生的，芸術的な独創性をもっ技能と

して展開してくるわけである。しかし，国語科学力のなかではs昔:写は3 笑用

的見地からみることを中心としs芸能としての寄道は3 事くことの表現能力と

して位置づけることが望ましく思われる。

つまりは3 書写能力とし、ぃ3 表現能力之いっても3 書くこと之いう一点にお

いては共通性をもつものであって，表現は3 脅写の基底の上に成立するもので

あり 3 上部3 下部の構造|生をはらんでいるものということがでまよう。

われわれは3 書写能カを3 かなり客観的な評価をなし得るものと感じてい

る。殊に視写能力はJ 速度や，lE確度についての標準化が可能であると考えて会

はいるが3 われわれの主目的とする読解力そのものからみれば間接的なものと

- 14 -
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いわな付ればならない。ま1~'，う!?写能)Jけ，比較的反射的形式的な能力と増え

られ3 下位分節として位殻づけられよう。

(め表現能力

書くことの表現能力は， j!?写能力にくらべれば，高次で・3 総合的なものとい

えよう。国語の諸能力のうlちで3 もっとも高次な構造をもつものと考えられる

骨きことばに関する表現能力今分析的にみると，つぎのようになる。

①語い能力 使用語いについての能力

表記の能力3 用字に関するもの， かなづかいp 送 りが

な3 諸記号など〉

②文法力 文の組成や，j.長則に関するもの

@ 文章表現力 主題の荻現力，構想、そまとめるカなど

@題材を消化し 文種や女形態に応じて表現する力 (題材をそし中〈

L，詩歌，通信女2 日記3 随筆3 論説3 物語等に表現す

る力〉

以上のうち，①②~は， 滋木的な表玉県力であり ， @:'は 応用力とみていい。

基礎的な文章表現の活動と能力を3 巾沢政雄氏，1.，っさ「の四つに分類してい

る。 付) 文字の適用(ことばの文字化) (1ロ)語の適用

刊 文脈の構成 伺 意図の表現

「号:き手の意図を表現する」こMむ・詳き表わす活動の根源であり 3 それに

したがって3 文脈を構成する。効果的な文脈を構成するためにp 最もふさわし

い語を選んで用いる3 その語を表記するために3 効果的な文字を適用する。つ

まり p 表現の意図にしたがって3 文脈 ・語 ・文乎が統制されるとき，書き表わ

す活動は成立することになる。そして苦き乎の思想 ・感情が，書きことばを媒

介として読み手に理解された時3 表現活動はその目的を達成したことになるの

そこで3 測定の観点からこれらの能力をみると，検査対象としては，つぎに

述べる翫解力と同じものになる。文字カ3 語い力3 文法力，文章力にしても，

内容的にみれば，1'1=文力も3 読解力も同ーのものである。ただ，前者はp 茨現

面を測定するのに対して，後者は，理解商を測定するという観点の差違があ

t る。理解面を測定する場合ば3 概して測定の素材を間定化し得るが，表現菌の

-15 -
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~令げJ ti金持問題を客観化しにくい。それは被後手干の反応が，きわめて個性化

しやすい傾向を持つためて、ある。

一般に，表現力やp 鑑賞力は3 主観的要紫に富むものであれ 測定上にはい

ろいろの困難のあることが予想されるが3 その主たるものは，検査問題の標準

化の閤難3 検査方法上の障害であろう。たとえば，選択法や，完成法では3 直

接的な表現力をみることよりも3 王室解力にili援した能力をみる結果になりやす

い。なまの表現力をみるためにけ，論文休テス ト形式が妥当であるが，測定評

価が容易ではない。文字3 語いの効果的使用p 文脈の構成の妥当性など、は3 主

観的判断に陥りやすい。tl:l題条件だけを一定しておいてもp 解答を選択渉s真

.偽法，組み合せ法などの客観的MJtにしておかないじ測定上多くの匡難がと

もなうことは自明の理で為る。このほか3 文章表現能力としては，推考能力も

たげることができょう。これは3 表現をより正確に3 効果的に高めるための方

法的手段的能力であるが，内容的には3 読解力〈自己の文をよんで理解する力

)および3 批判力〈自己の文を批判的によむ力〉カら相関的に働き，その上に

妻、現カ(修n:カ〉が統合的に!駆使されるものと考えられる。したがって2 推考

力11，表現ブ]単独のものではなし特に理解カと関連し協同するものである。

0 読 商事 力

読む活動~1 J 文字言語を媒介と してP 読み手が， 書き手の意図を理解し受容

する活動で為る。しかも多くの場合，書き手が顕出していないか，意識されて

いないことがs ひとつの特色になっている。

われわれは，今回この読解力検査に焦点をすえたので少しく評述したい。

!P:!7]¥笑3 中沢政措，両氏の見解によれば3 読むことの方法や3 形式と 2 読む機

能との関係を分析して表解するわつぎのようになる。

盆賓

一仁f;三工1]-適用
読む-1 1 Iー藷主藷kの関係
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1; 

一個別的理解ーことがらを個別的につかむ

一関係がJ理解ーこ之がめを関係的につかれ

1一文章一理解一文と文一1 一筋をつかむ

eー全体的理解一一大意をつかむ

一司銭:1't ー主題をつかむ

，- (情報〉新開雑誌，掲示，回覧，広告，ポスター，摂語，
| 手級

1-材料-1-(教養1詩歌，俳句，物語，伝記，小説，脚本，シナリ オ
1-¥娯楽/紀行， 日記，随筆， 古典，論文

，- (研究〉参考書.学術書.辞典，事典，図表s年鍛

とれを簡約する主3 読む活動はその形態から類別すると，黙読と音読にな

れこの活動は，基本的にはつぎの構造をもつことになる。

①語の認釘1，理解(文字の認知理解は3 その下位分節と考えられる〉

@文の理解(語と語の関係，文節と文節との関係〉

@ 文脈¢理解〈文主文との関係3 段落や筋など〉

@ 意図の理解(主題，大意など〉

これらが3 読み手によって統制される時，読み手の理解活動が成立すると考

えられる。しかも3 この活動はp 前表でP く材料〉としてあげられている@情

報@教養娯楽@研究など3 三種の経験類型に応じて多面的に発揮されるもので

ある。

前記の四構造のうち①の百分←一文字カや3 語いカを3 読解力と区別する立

場がある。われわれは3 広義には，すべてを読解力(むしろ2 読むことの能力

主名づけた方が適切かもしれない。〉とみるが，狭義には2 弁別する態度をと

っている。関連構造的にみれば，みな同じ機能方向をもつものであるがp 個え

に分析的に要素としてみる揚合は，弁別することが適当であろう。

以上，国語科の，きく こじはなすこと3 読むこと3 響く ととの四相につい

て能力的な考;祭を試みたきつけで島るが2 仮りに読解力を図式化してみると3 つ

ぎのようになろう。複雑な関連構造をもっ能力を3 単一な幾何学的構造にまと

めることけ，不可能に近いし，動的な関係は図示しにくしまた誤解を生じる

点も多いが3 概念整理のために， あえて構造づけを試みた。この図形をかり

ー 17~ 



A.....・H ・丈'与の41知)J

8・…---jtいの認知力

c.……文の理解力(文法力などを含む)

D ・・ H・H・文章~ft鴻力

1・・H ・H ・-例別的理解力

2・・H ・H ・.1羽1品的理解力

3…......全体的理解カ

4 ・ . ... . ..~賞力

E'……研究のための読みの力

E'.......情報を得るための読みのカ

EJ ・・H ・ H・教~娯楽のための読みの力

て，若干の説明を試み，ついでsわれわれの検夜叙竣と構造についてすこしく

述ペてみたい。

Aの文字の認知力は，書きことばを理解する場合の最少必要な能力である。

そして，正常な眼球運動によって文字形象を認知するとともにsその文字の種

類を弁別し，その字義を理解すること一一殊に，語のまとまりとしての文字形

象をつかむ能力が働いてこなければならなし、。そして一定の語表象を2 正しく

意義づけた時に，Bの語し、認知力が完全だといい得る。したがヮて，容きこと

ばを理解する場合3 文字力け3 構造的には語いカの下位分節である。ただし文

宇は説めるが3 語設が理解できないという場合のように，語いカへの発展性を

内包した形式的文字ゴJ主いうものも存花し得ると考えるし，一応独自の境界を

おいたわけてeある3

このA，Bのこ能力が2 基本的要素となって3 つぎにCの文の理解カが支え

られる。需と語の関係3 文節と文節との関係が盤解できなければ，文の読解は

困難である。乙れらの関係法則が2 文2主である。文を理解する場合にJ 文論的

(構文論あるいはSyntax)な理解が基底になけれ:王ならない。そしてそれに関

連して，語論的(品詞論的〉なカも生きてくるのである。このCの能力は3 語

法力， 文法力を内包するものとして，基礎的な読解力ということができょう。

このCの文理解ブ]は，さらに，A， Bの能力と有機的に関連発展して，カ動

- lij ~ 



IJI 

的に働く能力となる。これが，Dの、文章読解力、である。この能カは総合的

'.1 tと働くものではあるがs分析すれば， dl一一個別的理解力， d~一一関係的理解

h， d2一一全休的理解九出一一鑑賞ブJの四分節になる。 一般的に， dlから，

dへとしだいに高次な層を形成していくことが，推測される。ただ3 これらは

からまり合っているから3 仮りにD屑の中へらせん形で示しておいたがp 現実

の読解作業では3 これらがp 同時的3 もしくは並行的に働く場合が多いことは

いうまでもない。

.' 
なお3 読解力を狭義tこ規定する場合， D4の鑑賞力は除外することもあるが

読解を基底としない鑑賞はないので，基礎的な読解力の展開としてゐげておい

た。主観皮の高まりは3 読解→解釈→鑑賞とされている。

図の上部の底面に3 表示したE1， E2， E3 f'i，それぞれ，読みの目的に応

じて働く能力であると考えてよい。目的に応じて2 通読，精読，味読3 摘読3

速読などの読みの技能が3 適用されることとなる。読みものの性格と p 読み手

の目的や3 条件にしたがって，多様な読みを展開させる能力である。これは3

いわば2 応用力であり， Dまでの能力はp 基礎的な1主格を帯びているといえよ

、42 読解力検査の構造

われわれは3 国語学力検杏の作成を;怠図した時3 最初は，国語科のきし話

す3 よむ，かくの四相にわたる総合的なものを一応構想してみた。しかし3 そ

れぞれの能力の項で記述したように3 測定用具の現在のような発達状況では3

信頼度の高い総合検査をつくるこ主には種k の障害があり 3 きき主りデスト 3

(He訂ingtest)なども 3 現在市服されている程度のものでは満足しがたいの

で，領域をしぼることとした。

読みの発達段階からみるとP 入門期J 小学校低学年期3 小学校周年を境界と

する高学年期s中学校期という医分法);1:.，必ずしも言語発達的な観点と完全な

一致をみないかもしれないが，管理上の見地も加えて2 三個学年ずつにまとめ

て3 その伸長度も見得るように設定した。
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同題の詐細な領域~Ij的説明は， 4， 2， 3 もまた失例は，4， 4を参服さ

れたい。ここでづt，概括的にその構造を述べたい。さきに述べた2 読解プJの構

造面と対照して簡叙するとっきrのようになる。

。小学校 J，2， 3年用 読解力検査

われわれはJ 対象児童之しては l年生の後期を予想、している。したがって，

入門期の3 小学校 1年生に対・しては， )lljな組成による検査を用意せねばならな

いと考えている。

問題領域 読解力の領域

・漢字の識字力 い A 文字の認知力

-語いの理解力一 …….B 語いの認知力

-簡単な文一…ー…ー一一一・会C 文の理解カ

複雑な文・々 ...............D 1 個別的な理解カ

--._'.... ー・ ".一2 関係的な理解力

~'" 3 全体的理解カ〈筋をつかむ，大乱 主題〕

(4 乱喧力は|徐く〉

ここで3 漢字3 語いは，小学校低学年の発達段階からみ bて臨めて重要であり

文字数3 語い数のサイズも小さいので，と りあけ'た。したがって，低学年用で

は3 読解能力の構造にかなり即応じた検査となった。

。小学校4， 5， .6年用，中学校 J，2， 3年用，文章読解力検奈

読解力や，表現プJの点からみても 3 小学校 4年生は3 ひじようにイI~畏カを示

すので3 俗に込ハーVlレ時代、と呼ばれているが3 われわれも3 小学校4年か

ら高学年的な発迷様相を示すものと考え，3学年共通の問題を作成した。 こ

れはp 小学校t低学年よりもさらに焦点を しぼって3 名称の通りに、文章読解

力ミを中心的にみよう とするものである。

・細部を読みとる力司ーーーー D.文章読解カ

.大意をはj担屋するカ

.吋主題や ~、、\、------一_2 関係的な翠解力
発展をt推佐理する，tJト‘~τニ二hててて一一一'3 全休的令王現里解カ
.速読と正確度豆=ニ-一て亡二、~、二:二_，、'_、¥、 O筋をつ方か、む l 

旬、、こミミ O大意をつかむi
0主題をつかむ j
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F 
λ， Bの之能力は3 間接的にみることにし， cの文の理解力は， bの領域の
中で3 同時的にみることにした。

速読と亙確度~1，よみの笑用的角度からとりあげたものである。小学校高学

年以上では3 読みのスピーvが問題となるので，これに伴う正確度・と共に測定

対象としたものである。

文字カ，語い力の検査は，現行市販のものにはs あきたらないが3 実施上の

条件も考えると，多量にアイテムを増すわけにもいかない。今後の研究課題と

することにした。

以上3 両検奇とも，ぉ;:解力そのものを深く掘りさげて，検茶したいと考えた

のである。各問題の領域別の説明は3 後3fZにゆずる。以上三種類の検査ともp

いろいろの素材を集めて3 各種目的に応じる読みの力を見得るようにした。

4.2.1 問題作成の準備

問題作成のための準備としては，大前提として基礎研究がなければならない

のは当然のことであるがs直接的な準備としては，つぎのことがらを考えた。

基磯研究は3 国語科の悲礎学力←ー特にfn解能)Jの問題安とりあげた。

ω 児童生徒の読書能力や，読解能力についての調査資料を集めて3 現在ま
でに究明されている状況をあきらかにする0 • 

ω児童生徒の読書活動状況を知り 3 読書経験の領域や，質的な函をゐきら
かfこする。

(3) 既に発表されている各種の読解力検査や，国語学力検査を資料として集

めて検討する。

(4) 児童生徒の文字力や3 語い力に関する調査をや，教育漢字3 基木語いに関

する書#JJを集めて文字s語い問題の構成を考賀する。

ゆ評価の理論研究3 特に学力検査の方法研究に重点をおく。

(1)と@について

新教育が実施されてから数年後に3 社会一般に， 、学力問題、が論議され

た。そして3 各教科で，基礎能力の問題が論じられ3 可能な点から調査が始め

られていったが，それらの資料を参考にして3 読書領域やp 読書能力について
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の見通しをつけたい色考えた。

学習指導領要一一国語科筑の能力表は3 その作成組織と作成過程からみる

と3 時期的に考えても 2 科学的客観的な資料が乏しいことは明白である。むろ

ん国語科の権威者や2 熟達した指導者の協議結果であるだけに2 大綱は誤まっ

ていないにしても 2 細密な点では修補を要するものもある。国立教育研質所，

国立国語研男所などの様闘を始め3 都道府県の初1安機関やp 各種研究団体の調

査資料をなるべく多く集めようとしたのは2 指導要領との関係に注意したから

である。学力検査問題を選択する場合には3 まず出題の領域や，範囲が適正で

偏向がなく 3 発迷段階に適合する質のものであることが望ましい。

(3)について

検査にも 3 いろいろの方法と形式があるが3 戦後~くの学力検査問題が3 公

刊されたので3 笑際的な商の検討には適当な材料である。笑際問題になると3 、

テスト用紙の大きさy 活字の号数や，行為きのような形式的な面もJ 笑施ーとの

重要な要素となる。被検者の年令3 検主主時間3 問題数t.r.どとも関連して形式面

の整備を工夫しなければならないが3 検脊方法などの問題は3 より重要であ

るつ完成法，再生法，選択法など，各種の検査法も3 処理上の効率性や3 解答

の弁別性や，正確度の点からp 十分自今味しなければならない。その際には2 実

際のサンフソレを用意して研抗することが実際的である。

(4)について

侭学年用の国語学力検毛髪を構成する場合にp 文字，語いが極めて大きな比重

を占めてくる。読解力の発達状視からみても2 入門期p および低学年における

文字，語句の要素としての地位は重火である。

しかし3 漢字も2 語いも3 数量的に大きし下のでp アイテムの数だけでも問題

となる。当研究所では3 漢字に関する調査は， 昭和26γ.度，小学校国語教科

書10種類について笑施したものがある。

これは3 教育漢字について3 どのような語いとして，学年別に提出されてい

るかを調べてp その頻度を記録レたものがある。これはs昭和28年に一応の集

計結果がカードとしてまとめられているので，これを，参考にした。その他の

参考になったものは，つぎの書物である。
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-文部管 漢字の学漕指訟に凶寸る研究

・文部省 決字の学年配当

-北九州支市教育研究所 決字読み智き能力調査

-横浜市立教育研究所 語いを中心とした換字調躍

-京都府教育研究所 国諾能力競査

-文部省児窓生徒の文字を醤く能力とその基準

語いに関じてはp いわゆる基本語いそのものについても複雑な問題があり 3

漢字よりむしろ2 調査 Iてはや1っかいなものであるが，われわれは3 つぎの参考

資料によって3 問題語いの選定を考究することにした。

-坂本一郎

-国際文化振興会

・長野郎附小

-土居光知

日本語基本語奨 幼牢の都

日本語謀本語読

児蛮の誇奨と国語指導

基本誌紫学

4.2.2 検査問題作成の方針

検査問題作成の基本的な立場については， 3， 1， Iおよび，3， 1， 2に

おいてふれたりで3 ここでは3 それ以外の具体的な問題についてふれたい。

学力検査の結巣が信頼すべきものであるかどうかはp 検葺問題の信頼性如何

にかかってくる。そこで3 問題作成上の留意事項でも述ペたようにp 検査の信

頼性p 妥当性3 適応性の安全を期するためにつぎの方針をうちたてた。

t ω文章の出題範囲じ内容が，児童生徒の読書経験の領域から逸脱しないも
のであること。

1 このためp 出題文は，それぞれの文章のジャンルにわ日ように留意した。
。言語学的な国語学的な領域，文法に関するもの 。詩情表現の群

。思索記録の群 。物語3 小説の群 。劇3 脚本の群 など，ー積の文学

形態に応ずる分類をも考えて，領域の偏向を防いだっ現実には，女主主の置煩

を，こまかに分析して，それを ・文学的領域 ・科学的領域 ・実用的領域

の三つに統括して，それぞれが40%30%30%程度になるような目安をたてた。

(2) :tの構造杭児童生徒の読解力の発達段階に即応すること。

~ ~3 ~ 



問題女に現れてくる文章構造や，文引があまりにも邦践的であったり，特殊

なものでないように注意する。単-y，複文3 童文にしても，平叙:x.，命令

文，疑問文3 感動文のような型にしても，生徒の説書能力主競脅経験から3

距離のあるものであっては，問題文としての適性を次〈。したがって，各積

検定教科舎の文や，文章を3 各種の医語科学力検査の問題文を参考とした。

またテス トの長さの制約から，長文を採用することは3 菌難であるとして

も3 なるべく多種のう史章構造を含むものをのせたいと考えた。

(3) 問題文の語法が当該学年の学力に適合していること。

近来，文法教育が提唱されて，児童生徒の文法力3 語法カの笑態があるてい

ど賢明されるようになってきた。そこでp それらの資料を参考としながら3

検定国語教科警の文章の籍法をこえないこ之を目安として，問題文を作成す

ることに心がけた。不適切なものけ，予備テストにおける実験児草の反応を

参照して修正するように努めた。

じの 問題文を構成している漢字や，語いが，当該学年の生徒の学カに適合して

L、るこ主。

すでに4， 1， 2のωで述べたように，tJ母校fJl学年用の検査問題では3 漢
字詰いがきためて重要な因子として構成されるので，提出3 文字語いの吟味

がTこいせつでーある。そこで前掲cr;参考資料を基にして3 提出文字"語いのサ

イズを考えてみた。

また，小学校、高学年用，中学校用でけ，漢字や，語いは直接可検査院題には

ならない。しかし，主眼とする文牽読解力をみようとするには3 極力，主主字

や，語いcr;抵抗を除去しなければならなし、。そとで努めて，平易3 簡明な漢

字や，語いを選ぶ方針を主ったが， 難解なものは2 やさしいものと代替した

~，漢字にはJレピをつけたり s 註を加えるこ主にした。ただし競智生理

や3 読書心理の笑清からみて3 無理な簡単化をさけた。たとえば，全部ひら

がな表記にすれば3 文字そのものけ2 よめるが3 新解上は能率度を低減する

結果を招いてしまう。注も3 複雑化すし同じ結果を招く。読みの性能を考

える面からも，漢字や，語いの機能は尊重されねばならない。そこで，全体的

な観点から3 それぞれの問題文に総じて3 漢字や3 語いを判断し， ij情節する
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こ主にした。

の 問題文以外の3 被!賞者の知識やp 経験によって判断されるような問題はさ

けなければならない。学力検査は3 学習の結果習得した知識3 技能を基礎に

して解決されるものであるこ之が望ましい。また問のなかに，解答に対する

暗示をふくんでいるようなものであっ，てはならない。

(6) 問題の形式が3 簡明で，解答方式が3 直裁に理解でき3 判断に誤まりを生

じさせないもので為ること。

客観的テストは3 解答の思考過程によって二つの型に分けることができ

る。すなわち再生(Recall)と，再認 (Recognition)である。 再生~'r..属す

る方法とじては，一語解答法 (SimpleRecall)と， 完成法 (Completion)

があり 3 再認は，与えられた材料の巾から，記憶痕跡の中に同ーのものを認

めることで3 これに属する方法は， 二者選択法(真偽法) (Alternative 

Response or (True Fal田))多肢選択法 (Multiplechoice)組み合わせ法

CMatching Forms)である。これらの基本的な5種の形式には3 それぞれ

特質があり3 用法も異なっている。一般に再認形式は3 正答を判断し選択す

る方法であるために3 自由に答を再生する再生方法よりは容易である。また

採点のとから，客観性と容易性とb、う点で再認がすぐれているが，偶然のチ

ャンスに支配されやすい欠点はある。

客観的テストの労法は学習目標じ測定しようとする心理過程によらなけれ

ばならない。心理過程には，知識をみようとするもの3 理解ーを中心としてみ

ようとするもの3 原因3 結某の関係の認識を知ろうとするものなどがあるわ

けである。ぃι簡単に，五種の特長を述べてみる。
①一語解答法 (SimpleRecall Method) 

ト 問題がっくりやすい

2. 理解よりもむしろ事笑の知識を測定する傾向性をもっ

3. このテストの問題は，事実を応用したれ複雑な関係を知ったれ

論理的推理を下したりする能力を測定するのに適しない。

4. 採点には答がいく通りもでる可能性が強く，答が単一になるように

形式を変えると単純化する危険がある。
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②完成法(CompletionMethod) 

l 使用法と限界性では3 一語解答法に類似している。

2. Jj;笑の知識を測定することが中心となる。ただ3 前者よりは3 思考

の大きな単位をつかむことを要求する。

3. 機械的な採点が困難となり 3 また問題そのものから，思考を必要と

する要素をあまり多く除くと，被後者の精神的混乱を起さすことにな

るの

③ 二者選択法 (Allermative-ResponseMethod) 

・これには，真偽法 (True-Fales)と諾否法 (Yes-No，method)とが

ある。 しかし，諾否法は，真偽法を3 形式的にやさしく・したものであ

り3 内容的には向ーである。

ト 主主偽法は作成が容易であるので使用範閉が広く，使用率も高い。

2. しかし，あいまいさが混入する危険があり，精密とはいい難い。

3. 短時間内に多数の問題を課すことができるがガのE持率で，あて推量

が入る。

4. 採点は高度の客観性をもつが3 機械的に解答したり，暗記で判断す

るような好ましくない傾向を生じやすい。

④ 多肢選択法 (MultiPle-choicemethod) 

1. 弁別カ3 推理力s解釈能力，理解力3 概括する能力3 知識を用いた

り，応用する諸能力をみるのに遊切な方法である。

2. イ岡k の生徒，あるいは学級全体の結果から診断的分析的研究も可能

である。

3. 採点において，高い客観性をもっている。

4.選択肢の作成がきわめて高次な作業となりやすい。

5. 多くの時間や， 紙面をとり ， 多舗の費用を~するようになる。

③組み合わせ法 (MatchingMethod) 

1. いろいろな1対となる事項を選び山L，組み合わせることができる

ので‘多様な問題がつくれる。

2. 主として事実の知識を検するのに広〈用いられるの
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'3. 理解または，複雑な心理過程をみるのには，やや不適当で、ある。

J;1、上5種は基本的な形式であって3 現実にはs これらの組み合わせや3 変形

がJ いろいろとあるわけである。われわれは，このう、b @ 多肢選択法 を

主として採用することにした。

それは，前述したように

②採点の客観度が高いこと

①測定対象とし得る能力の範囲がひろいこと

③診断的，分析的研究を行いやすいこと

などの利点がs われわれの要求をもっともよく満たしてくれるものであるから

である。また，この方法を採用したいまひとつの根拠は3 アメリカにおける，

教育測定の権威3 グリ ーシ (E，B， Greene)の比較研究におった。グ.リ{ン

は，各種客観的テストおよび3 論文体テスト宏比較して，次表のように詳密な

第41表 各種テストの比絞三段階品等を訟みている。 lこ

の表の段階づけの頻度だけを

みると 3 組み合わせ訟が最と

{立のようであるがz前述した

主おり，被雑な思考過程をみ

るにはやや難点があり 3 採点

上の能率性からみても選択法

より劣ることは明白である。

i21215 

殊に選択法でも2 多校選択

法は，客観性の高度な点にお

いては組み合わせ法に劣るも

1.機成の容易さ

2.指示の理解

3.所要時間

4.余白の大小

5.採点の客観性

6田准量が少ない

7.複雑な思考週程

8.問題の朗自

9 再生的テスト

10.結果の分析

2 

1 

1 

2 

1 

3 

2 

2 

3 

3 

のではない。しかも，結果の ※品等段階は1.2.3.のj順位

2 3 

1 1 

3 1 

2 2 

2 l 

1 1 

2 2 

3 1 

2 3 

2 1 

2212!? 
2 2 1 

2 2 l 

1 1 2 

1 3 1 

1 1 3 

1 1 3 

1 l 1 

1 1 2 

2 2 11 

2 2 

分析においては有利であるので3 構成の困難さや3 時間やs経費面の負担の重

さをのりこえても，この形式によるとととした。

グリ{シの見解では複雑な思考過程をみる場合は3 選択法よりは3 組み合わ

せ法がより適絡である主の判定だが，一般には，れしろその逆の立場が支持さ

れているようである。そして組み合わせ法の場合は，解答形式が3 かなり被険

者に抵抗を感じさせp 採点の場合にも2 機械的能率的にいかない。これらの点

から，われわれは基本的には「多岐選択法」を， 中心として用いることとし
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た。

4ユ3 読解力検査の構成

4.2.3.1 読解力検査の問題領域と構成上の留意点

4.1 で、国語科の基礎学力に対する見解を一応明らかにしたのであるが3 われ

われが3 検査対象とした能力をみるために3 つぎのような点に留意して問題を

構成した。

1 小学校 1J 2 J 3年用の読解力検査について!

Gatesの作成した Primaryreading test ( 1 ~ 2年用〉では， ω語の認

知@文の理解(⑤節の理解 の三領域を用意している。 また Advanced 

Primary reading test ( 2 ~ 3年用〉は ω需の認知〈明白の理解 の二部分
から構成されている。

われわれはs低学年児童の読解能力の発達段階からみて，以上の内容領域の

ほかに3 漢字に関する領竣をふくめた。外国語においては3 語いカをみること

が3 同時に文字力をみる結果となることも多いが，わが国語では，漢字という

特殊の存在や3 ひらがな， カタカナなどのイかなのご形式が併存しているた

め3 事情が異なってくる。そこで3 ひらがなと，カタカナは3 低学年では常用

文字であり 3 主要な学習文字であるから，これは語い，文の理解カの問題の中

で間接的にみることにし，漢字をとりたててみることにした。しかし3 漢字の

読宗ブJを測定することには3 種k の困難が伴うし3 本来の目的は，表記能力を

みることではなし読解力を検査することにある。したがって3 漢字の読みの

カをみることを本体とした。そこで，全体としては3 つぎのようにまとまった

ことになる。

ω 語いの認知力，理解力
(2) 漢字の読字能力

く$)文章読解カ

これを検査問題としてはJ 4部6種の形に構成した。
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第1都 語いの理解カ

ω 絵画表象と結合するもの
(2) 語い単独のもの

第2部簡単な文

基本文型によって文を理解する能力

第3部複雑な文

主として2文以上によって表現されたまとまった意味を理解する能力

節(cIause)の意味を理解する力

ω 絵画表券、と結合するもの
(2) 文章単独のもの

第4部 漢字の説字力
， 

文部省の漢字学年配当試案による音訓別の読字能力

以上の諸能力を検益するためにどのような問題を決定したかをつぎに説明す

る。

第1部語レの認知力，理解力

裁解力の発還は3 語いの多量な獲得によって促進される。また3 語いの理解

カに伴なって3 思考力が深化し3 拡大していくことは明白な事笑である。ここ

で3 検査したいのは3 語いの習得量と 3 機能別3 領域別などJ 蓮別による語い

の獲得度である。

ただ，金語い数iX，きわめてぼう大であるので3 ①日本語基本語いの範囲3

e特に教科書に現出する学習語い?と3 限定しなければならない。@日常の言語
生活における3 盤解語しり表現語いのすべてにわたることは望ましいが，児童

の言語生活の笑態調査に関する資料をみても3 容易なことではない。ただ2 学

習語いであれしかも，日常語いの性格の強いものをかなりふくませるように

する。

(l)絵画表象と結合するもの

特に入門期段階では，絵画表象と J 言語表象の連関移入がたいせつである。

助詞，副詞，接続詞3 助動詞2 感動詞等および3 絵に表現しにくい語いは除い

もできるだけ3 具体的な自然な形式になるように考慮した。
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結果としては3 名詞3 動詞，形容詞が中心になることを想定する。

発聞の形式は3 問題語を3 絵にあらわし，絵と一致する語いをOでかこむこ

とにする。選択肢としての他の語は，つぎの観点から設定した。

① 近似の意味内容をあらわすもの ② 絵の指示する内容に近似のもの

@絵の部分のみを示すもの

実際には，名詞の場合は3 弁別性がはっきりした絵がかけるが，動詞3 形容

訳等は，表現化~:乙困難した。問題語としては3 よい語いであっても3 捕函上の

難点があったわ予備テストの結果3 選択肢の反応皮のまずいものは3 省略し

なければならなかった。

(2)語い単独のもの 、
絵の制約がないために3 冨IJ詞や3 接属詞，助詞の類も p 出題可能の利点があ

る。提出方法は，二種とした。

I類 語い相互の関速度から選択するもの

例 どなた だれわたし

これ あたた

選択肢の中の正答には，提出語と ・同義語 ・類語 ・反ヌ汗苦 ・対語

などの関係にありいずれにしてもー他の選択肢にくらぺて2 関連度の高いものを

充ててある。また3 しげる一一くさ のように 両語いの対応において2 関連

的な意味の生じるものを臨する。

E類 文中から語いを選択するもの

この形式では，かなり 3 文の読解カの分茸'に入ってくる商もあるが，文章読

鮮では3 語いが文意を解明する要素として働くのに対して3 ここでは2 文全体

の意味体系の土から2 適当な語いを摘出する形となるわけである。

例 えいがをみたらくあまり.きっと，すっかりs ほとんど〉かなしくて，なみだが

でた。

以上3 この語いの問題で3 検出し得る能力を3 つぎのように予定した。

( i ) 絵画によって表現された意味を3 理解する能力

(ii) かな文字で表記された語いの意味の理解力〉

。i) 語いの呉l司を弁別する能力
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(iv) 女志に即'した適切な語いを選択する能力

第2部簡単な文

漢字や3 語いが認知できても3 それが断片的な理解や3 記憶にとどまってい

ては3 文章読解力は発達しない。語いや3 文字がもっとも簡素な形で速なり合

って意味を形成するのはいわゆる文 (Sentence)である。その文としての基

本的な形態一一いわゆる基本文型に即しての，y:_読解能力の発達を測定するの

がこの領域の目的である。

小学校低学年では短文を読みとるという基礎力はきわめて霊要で、ある。そこ

もわれわれは3 まず，教科書の文の文型を収集したり 3 基本文型に関する資

料を参考にしながら問題を誤作した。

ただ3 ミ日本語法本文型、といっても3 実は複雑な問題をはらんでいてp 単

純に決定できることがらではない。われわれは3 文の構造の型として文型(…

-…・ハ……デス。 ……ガ……マス。 ……ガ……グ。 ・…ーヲ……スル。など〉

し表現のいろいろな型としての文型〈疑問の言いかた。命令の言いかた等〉

の二面にわたって考察し3 もっとも3 一般的と考えられあものそあげるこ之に

した。

したがって，簡単な文の中には， 0平叙文。疑問文 o感動文 o命令文など3

いろいろの性質の文をふくめるようにした。

つぎにp 発達段階を考えて，選択肢を絵にした。一文に対して3 二個の絵を

選択肢としたが，それではあまりに簡単化する'ので，三文ずつを組み合わせ3

易から難のJI買に配列し，絵は六個ずつ組み合わせて全般に困難度をやや高める

ことにしTこ。

例

問 1 とんでくる しろいいぬはかわいい。
勉
文 2 いきおいよく まわっていたとまが たおれた。

3 ぐんぐん あがョたたこがひっかかった。

絵 1 倒れているこまの絵 4 白い犬

2 黒い犬の絵

3 高くあがっているたこ

5 電線にひっかかっているたこ

6 回転しているこま
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以上，この簡単な文の問題で検出し得る能力を，つぎのように予定した。

( j ) 基礎的な文型にlWして，文の;窓味を犯援する能力

( u) 文の意味し絵画表象た結びつける能力

(iii) 指示に従う力

第 3部複雑な文

個k の文が理解できても3 二文以上によって構成された文章の意味が把握で

きなくてはならないの文と文との脈絡の関係、台頭解してp 統合した意味を理解

することは文章読解力の主要なaである。
ここでは，低学年程度の文章を提示して，宣行窓，大意，主題などをよみとら

せる問題を作成した。特に，語いや文字が，発達段階をこえた難解なもので

あって，文理解トの障害にならない上うに爾志した。ますこ，文休も特異なもの

をさけて，もヮとも通常的基本的なものを提出するように注意した。

入門鶏である l年生をもふくめたものであるから，前領域と同じく， 2類に

わけた。

Il額 絵との結合でみるもの

文主主と対応する絵を提出し，問題文の末尾の設問の指示に従って3 絵の部分

に印をつけさせる方法をとった。はじめの-，二題は， .::r yエンテF ションを

かねて3 単純な文を山すことにした。

例 問題女

・きのちは，せっぶんでした。おとろさんがするだったので，にいさんがまbをま

きました，まめをまいた人にOをつけなさい。

絵 1 父の~ 2母の顔 3兄の顔 4作者(女の子〉の顔

E類 文章だけでみるもの ‘ 

例 問題文

・あさ， きてみると， こくばんもきれいだし，つくえもまよろまよくならんでい

ます。としかけも，きちんとしています。

とのこは，いまどこにいるでしょう。

lろんどうじよろ 2げんかん 3きょうしつ 4ろろか

以上，この複雑な文の問題で検山し得る能力を3 つぎのように予定した。
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( i)文章を読んで，大意をつかむ能力

(詰〉主題や3 中心思想をつかむ能力

(ui)細部を読みとる能力

Civ)文章による指示にしたがう能力

(v)絵商表象を理解する能力

第4部 漢字の読字力

日本語における漢字の特殊な地位については，前にも述べたが2 現在のよう

な表記休系をとる以L 漢字の重要度は減ずることができない。漢字カにも 3

書字カと競字カの二面があるがs この検査は読解力検査であるから読字をみる

ことになる。。

検査字数が問題になるが3 文部省で昭和30年3月に発表した む学習漢字3 学

年別配当試案、を基礎にして抽問した。

提出字数 1年 40字 2年 110字 3年 げO字 合計220字

このうち3 約巧を，音訪1I別に比例配分的な方法を加味して無作為抽出すること

にした。音字2 言)11字にわけて提出したのであるが，予備テス トの結果をも考慮

して，品詞別の配慮や同義的なものは排除する方針とした。

選択肢のよみは3 誤読や2 誤字の類型に関する資料やg 指導経験から推定し

てs単なる ミまぎれあし、でない3 現実的な混向性を附与することにした。

官1

時 1とき 2とけい 3まつ 4かん

は連想からくる誤読を予想して

のことであり，3まつは字形の類似からくる誤読を予想、してのことであ

る。その他，音の類似からくる誤読，へんや2 っくりの同形からくる誤読など

も予怨Lたわけである。

4かん2ニ2とけいこの選択肢のうち

以.1::.，この漢字のテストで，検出し得る能力を，つぎのように予定した。

C i )漢字を認知する能力
(ii)漢字の訓読みの能力一ーその習得量と比率

‘ (iii)漢字の音読みの能力一ーその習得量と比率

以上小学校1， 2， 3年用の作成上の構想とp 注意した事項について述 べ
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た。その他全体として配慮したことは

① 低学年用として，テストに親しみを持たせるため，カットや2 表紙の練

習題に絵を提出するなどの工夫をした。

@ 易から難への配列順をとったが3 ことに，被検者の心理的な条件に留意

して3 第 l部には3 もっとも親しみやすい，語いの絵の問題を配した。ま

た図幾度の高い複雑な文の，文章問題と，やや機械的な漢字問題は，第3.

部，および第4部に配して終尾としたの

H 本塁禁止i::22文章読解力検査にフい

小学校高学年および巾学生の読書能力を調ペる場合にも当然3 漢字や3 語い

の能力は重要不可欠の要素でらる。しかし3 小学校の低学年に較べて2 語いの

サイズはいよいよ増大し3 漢字の習得数も増加しているので，検査問題の選定

にもいろいろな困難がある。

われわれはs文章読解カそのものに検査を限定し3 漢字や語いを間接的にみ

るこ とにした。文章読解能力も3 分析する角度によってその要素も一定ではな

いけれど、も全体的にはつぎのようにまとめた。

。速読の能力と，正確度

。大意のは握力

。細部を読みとるカ

。主題や，文章の筋の展開を推理する力

Gat，回の Readingsurveg for grade 3 to 1 0では (1)語い@理解度 (3)速

度白正確度，の四部から構成されているが，われわれは，上述したように3

語いの測定には3 問題点を感ずるので3 目的を単純化して2 文章そのものの理

解度をみることに重点をおいた。

以上の4能力を3 そのまま) 4部J構成の問題に作成したが2 その問題設定に

あたっての考えかたや，留意点を説明する。

第 11犯 逮読の能力と正確度

読書の笑用的能率約見地からみても，速読の技術は重要であり 2 殊に黙読の
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機能を発慨するにはたいせつな技術である。われわれは，この検査が3 集団検

をに適用される性格を湾え， 時間制限法 (Tirnelimit)によって問題を作成

した。単に分量的な制定でなく，質的にも，理解読みの伴った速度を検査する

ためにs正E程度をみた。したがって各問題の末彪に設問して3 理解度を測定し

得るようにした。

伊lまきおは，キャラメノレをなめ，はるおは，あめをほおばっていました。

はたとは，それをみていました。

おめをほおばっているのは

1.まきお 2.はなこ 3.まきお主はるお 4.はるおとはなこ

5.はるを

したがってs問題内容としては3 大意 ・細部のよみとりs主題の推理などs

さまざまなものをふくんでいることになる。しかし，全般的にはsやや簡易な

ものを作った。 Tこだs どんなに平易な選択肢であっても，単に字面をなでてい

くような筏械的なよみではs解答できないように選択肢会配列したつもりであ

る。

このテストで検出されることを予想した能力は

くi)簡単な文章を読む速度

(ii)速度に伴う理解能力

(誌i)端的に3 大意や，主題や3 細部をよみとる能力

第2都 大意のは握力

大意のは握力と1"1，文の事突をよみとって3 それを要約する力をいう。文と

文の照応や3 脈絡をたどりながら，文の事実の意味を統合していく働きであ

る。その作成上の技法や，注意点は

ω 主意文 (Key-Sentence)をみつけさせる。
ω 主要な文(M創nTopic Sentence)と副次的な文 (SubTopic Senten-

ce)とを区別させる。

(3) 重要語 (Key-word)を発見させる。

ω 主人公やp その行動をみつけさせるQ
問 問題や3 題自に関係、のふかい事柄や3 語句をみつけさせる。
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ー(6) 文に題目をみつけさせる。

この問題は，速読と異なり 3 時間制限法を主とはしなかったが)70--80%の

被後者が，解答し終る時聞を目標として，検査時聞を決定することとした。ま

た3 正答率が3 およそ45--55%になることを目安にして時閣の仲縮を図フたの

はい うまでもない。

第3部 細部を読みと~力

文の細部の関係を説み之って弁別したり関係づけたりするカ3 文にかかれて

いることがらを正しく読みとることは3 文の表現意図を正しく受けとめること

であり 3 文の部分部分を精密に理解することである。大意の問題では3 文章全

体を大づかみにつかむ能力を検査することができるが3 文の個kや2 重要な語

いの個k についての把握力を精査することはできない。

したがって， 問題構成はつぎのよ うにした。

(1) 事物の名3 数3 場所，時間，細かな性質p 状態などについて答えさせ

る。

ω 主要な文 (MainTopic Sentenc吋と副次的な文 (SubTopic Sen-

tence)との関係，副次的な相互の関係をみつけさせる凸

ω 記述されていることがらの裏づけになる語伺や表現を発見させる。
ω 代名詞の表現している主体を考察させる。
l防 接属詞を中心に上の文と下の文の関係をたずねる。

(6)文中の人物について，それぞれに関係のふかいこどがらや，語句を発見

させる。

的 原因と結果3 理由と結論の一方を提示して3 他方を発見させる。

(⑤ 語句と語何との関係を考察させる。

この問題も，時間制限法を主にはしないがp 被検者の70--80%が完了する時

聞を， 一応の基準にした。また，全般に細部の問題では，内容が比較的いり

組んでいるものを選定しようとした。結果として前述した8項目のすべてにわ

たる問題を出題することはやや困難であった。

第4部 主題や，発展の推理
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読書の現実をみると，われわれは一日読みをして，文字，語いをおさえ文脈

をたどりながら内容を理解して読み進んでいる。そしてP つぎへ読みを移す場

合tC~ì既往の銃んだものを基礎にして2 次の段階を予測しながら読み進めてい

るのである。すなわち3 事実の理解を核としながら3 つねに予測を伴いつつ，

読書作用は展開するものである。したがって3 予想と異なる文章事実が出現し

た場合は3 逆行して読み直すことになる。このようにして，理解の結果が修正

され3 確笑イじされていくのである。

そこで3 文の主題やs文章事突の展開を推理する能力右測定することは重要

である。笑際に，問題作成上とった視，点はつぎのような永のである・。

(1) 主意文 (Key-Sentence)をみつけさせる。

@主要語 (Key-Word)をみつけさせる。

ω主人公の意図や3 気持を探らせ3 それの表現されている語句や文をみつ
けさせる。

(4) 結論となる文や語句をみつけさせる。

ゆ主人公や3 ことがらに対する意見をさがさせる。逆に作者の意見がどの

ような表現をとっているかみつけさせる。

(6) 事件の発端やs 経過，または場面の転換を示してs その次の段階を省略

して推定させる。

的主人公の性格，行動を示しs つぎの方向を暗示しながら3 終末を伏せて

おいて，想定させる。

(8) 思想、の流れや3 論理の展開を推察させる。一一要するに3 いくつかの条

件を理解し，結合することによって，JZ'撚的な発展を推理させることとな

る。突際の問題作成として，完成法と選択法との混合のような形態になっ

Tこヒころが多、、。

例 目をきますと，雨だれの音がしている。きょうはバνーの試合なのに，おもし

ろくもない雨である。学校へ行くと，思ったとおり，試合は中止7さった。が，

それでも選手たちはl一一
|一一一一一|のなかの文は

1 いっしょうけんbい練習をつづけていた。
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2 ぶつぶつ不平をいっていた。 4 よろこんでいた。

3 くやしがっていた。 5 のんきに遊んでいた。

以上述べたように，小学校低学年用は3 、読解力検査、で，語いJ 漢字をふ

くみ，小学校高学年用じ中学校用の一種は， ミ文章読解力検査、の性絡をも

つもので，問題領域に差異のあることが，明白になったと思われる。

4.2.3.2 試作問題

主種類のテストについてはs それぞれ試作問題は3 本問題数の2倍を用意

しそれを検討した上でP 木問題数の20%精しを予備テストにかけた。笑際の

試作問題を倒示すればいいのだが3 紙数の関係上いっさい省略する。

できあがった問題の項で3 完成問題を提示するこ主によって諒察されたい。

-領域別の問題配当数や・内容種別の基準・困難度による配列の基準等も3 完

成問題の解説の部分によって推定されたい。

4.3 予備テストの実施

紙数が少ないため，予備テストの結果処理については記述できないので3 経

j昆をしるす。

O小学校4，5， 6年用，中学校1，2， 3年用の予備テスト

I 第一次予備テスト

即時昭和30年12月13，14日

場所新潟市 濁JII小学校・ 沼垂小学校 濁川中学校

新津市新津第一中学校

被験者小学校3，4， 5， 6年中学1年. 各学年約lOO名

中学校 1，2， 3年 小学6年 各学年約100名

所員が各学校へ出張L--C，テストの実施方法に関するこまかな打合わせをお

こなしり笑施は各学校に委任した。実際は，つぎのことに特に注意して笑施し

てもらった。

・実飽時間は，午前の第二時限ごろ。

-検査場は，精神衛生的な怠味から，平素の教室を使うこと。

・計l申士E確にやり，できれば後助者をつけるとと。

・読めない字や，不審の箇所は教えてやってもよL、。ただしH 字句，用語を説明した
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か文章を読んでやったり。その他解答に路示を与えるようなことは絶対にしない

こと。

なお3 検査員の観察と所見をつぎの各項にわ、たって述べてもらった。

.所要検査時，開の適否

-文字，語い，語句の適否

-検査問題の内容的な検討

-問題形式や，選択枝の適否

・疲労度

-用紙，印刷文字，行間等の体裁

.その他についての教師の意見

答案の処理は一切研努所でやった。

E 結果とその考案

結果の処理はp おおむねっきrのようにした。

。)検査問題の各部別，および，各問題毎に反応を記録するo

(2) 各問題の選択肢の反応分析を行う。

@被検者別の正客数を記入し，各部どとの平均点と標準偏差を算出。

(4) 各部ごと，およひ.全休にわたって3 度数分布をみる。

(θ 学年別の得点分布曲棋の正規性の検討。

(6) 部別，問題別の選択肢への反応分析表の作成。

。? テスト時聞に関する調査表の集計〈制限時間内におけるテスト終了者の比

率をみるもの。〉

@テスト笑施者の観察記録の集計。(テストの制限時間，.指示の二Ij法，被検

者の疲労忠実地との障害点等に関するアンク戸ト。〉

詳細なデータの再録は3 紙数の関係上困難であるが，との結果3 問題の基本

構成には3 大きな誤び抽うのないことが確かめられ3 学年別得点分布曲線の

JF.規性の高いことも認められた。

しかし2 全般に3 正答繋がイましまた，標準偏差が少なし学年差があまり

開かないので，これらの原因をつぎの点にしぼって修正することにしたσ

① 問題の困難度ならびに配列
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@ 制限時間の妥当性

@ 問題文の表現3 表記，選択絞の適否

この給呆①問題ゼ交換し②問題を修正し ③選択肢を訂正し ④制限時

間合伸縮して，第二次予備テス トの原案を得ることができた。

E 第二次予備テスト
日時絹利31年1月18，19日

場所北蒲原郡 木崎小学校 木崎中学校

加茂市 加茂南小学校 加茂中令枝

被験者第一次予備テストに同じ。

圃 結果の処理

第一次予備テストに準じた。この結果をみると学年差は3 かなり望ましく聞

いたが，二部，三部，阿部の正答率がある程度{尽くなった。これは，制限時間

の短縮によることが明らかであったのでP 問題の困難度を調整し3 配列を勘案

すると共にs 小学校は五年3 中学校は二年を基準として，制限時閣を想定し

た。なおプリシトによるテストでは3 判定が困難な条件の存在することを発見

した。

V 第三次予備テス ト

随時昭和31&f-2月14日

湯所新潟市 濁JII小学校

中蒲原郡 亀田小学校

彼験者第二次予備テストに同じ。

濁川中学後

加茂市 加茂中学校

. 

1次，2次と重複する学校を選んだのは3・部分修正が第3次の目的であり 3

しかも，第3次は本テストと同形式の活版テス トを佼周するのでJ 前回のsプ

Pントによるテストの結果と比較する利便があるためである。

笑施の結果，おおむね，所期の目的に合致した傾向を見いだしたので2 時間

修正や，漂択肢の配列変更などの州屋涯を試みて，標準化の準備F撲にとりか

かヮた。

0小学校1，.2， 3年用の予備テスト

I 第一次予備テスト
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問時昭和32年 1月25-28目

場所新潟市 山ノ下小学校 南浜小学校

被験岩・ ノ'J~学校 1 ， 2， 3， 41f. 各学生j::約l∞名

I 結果とその考察

これも3 詳細なデータぞ再鉱はできないが3 前の二種のテストの場合と同じ

項目につい定検討した。

侭学年用て ~i) 絵~連事Y肢があるために困難な点が生じてきた。原画のさし

かえや3 修正を/]f..、函作成者に依頼せねばならなかった。しかし3 原画が正確適

切であったため，予想以上に少ない修正ですんだことは幸いであった。

E 第二次予備テスト

日時 昭和32作2月16-19日

場所 加茂市加茂小学校 北蒲原郡保田小学校

被験者 小学校1， 2， 3年 各学年約 100名

結果をみると)/]-学校1年と 2年rr::学年差が) 2年l:3年の差よりも著しい

ので，同j題の困難度の調整に手奇心した。

間 第三次予備テスト

R I時 限和32年3月19日

場所 新発田市猿橋小竿校 中蒲原郡白君主町大郷小学校

被験者 第二次予備テストに同己。

各問題rJ:選者て肢反応分析を行ってみると， 1 i欠) 2次にくらべて3 妥当性が

増して来たので，大幅な修Eは必要としなかった。学年別の得点分布曲線はだ

いたい望ましい傾向を示した。

選択肢の中からP 正答肢と思うものを抽出させる方法については，低学年で

~るため3 一定の印で統ーしたかったが3 問題の性格のちがいや3 絵がまじっ

ている関係でp 一律にO印や×印にできなかった。

また3 低学年-児童にペーパ{テスト~土，抵抗の多い作業であり，ことに検変

時聞は3 心身の発達段階からみて3 長時聞は，困難であるので3 中聞に休憩を

とることを考えた。ところが，検査時聞を全体的にちぢめると 3 検査結果の成

績には，それほどの差がみられない。そこで3 検査時間の適否をみるために2
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部分的な調査をした結呆3 休憩をとらないことを原町にした。

絵之結合する問題は，困難度がイ互い-んめ，2年と 3年に学年差が生じにくく

1年生のための問題となる傾向があったので3 時間制限にくふうを加えたわ

文字だけの問題との配合を考えたり して謂殺した。

各予備テストごとの3 笑際の成績結果を示す紙面の余裕がないので3 おおま

かな手続きだけを述べたレどいてeある。

4.4完成した問題

4.4.1 問題数と検査時間

問題数じ検査時聞はつぎのとおりである。

ょrj(L::|(ムユJJ維な:〉出ご|合計

:ltlth-再出ぅJ分
廿!ぷ刊で1お判官;I~I官|盟ヤ計
レ引題数| 叶 20 I~I 川初 |
6l検査時間1_1扮 | 判休扮憩| 紛|判休持
第4.4.3表 問題数と検査時間〈中学1，2， 3年用〉

学年 1;数\.時\間~問\題---....___別 1 速一読〈制部度) 1 二大立部 I 三細部部 四郎 Iムu 推磁
計

中学問
1 題 30 20 20 20 90 

2 

3 15分 16分 16分 56分
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4.4.2 検査問題の種別，内容

前fff.4.2.3.1読解力検奈の問題領域と構成上の留意点で、詳述したので，ここで

は内容の-，kについてはふれないで荻ーにまとめてみる。

小学校1，2， 3年剤読解力検査

領 域 検 査 法 数

1部 言昔 し、 問 題 |絵に迎合する詰いの選桝 36 I 

1/ 語 い単独の提択 10 

11 文中の諾 い の撰択 20 

2部 間i ljt な 文 交に適合する絵の選択 42 

3部i 複雑 Tι 文 文章に適合する絵の撰択 10 

4淵11淡
文l;'Lに迎合する選択肢の判別 20 

字 読 み ;&~ な の 選 fN 70 

小学校4，5， 6年用，中学校1， 2， 3年用読解力検査

部| 領 域 検 査 法 盗{

選 訳 肢 の fU 7JU 
2都大 ;怠 11 20 

3部 細部のよみとり 11 20 

4部|主題，発展のj飽 11 20 

4.4.3完成問題

このテストの特長を紹介するために3 手引きのまえがきを抜粋する。

まえ が き

このテストは，国語科教育課程の梢成や，改善のために，また直嬢には，

学習指識の効キを高めるために， .!I，己1託生徒の読解力を測定する目的をもっ

て作られたもφである。

このテス トの主な特色は次の五点に契約される。

1 測定能力の範囲が紘充されている。

208 

計

90 

2 個々の児童生徒の続解力が概観できるだけでなく，プロ:7~ノレを揃い

て診断的に川いることができる。

3 学級の学力氷河Eを.全保と比較できるだけでなく，市部，町部， ;f寸
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部の層別での比較も可能でおる。

4 一学期， 二学期. 三学期ごとの惑がが3~:定してあるので.いつ'(>も

実OIliできる。

5 採点は制1で質調もあまり線維ではない。

以ょの紙è:が理解され， とのテストカ:広〈現劫で~;roHJされることを望・む

しだいである。

新潟県立教育研究所

-往 E建物はたてがき

新潟県立教育研究所編

圏EJlt学校読解力検査

一一ー小学校'.2.3年用一一

きを つけること

1.いつも せんせいのいうとお かして3 つぎにすすみなさい。

りにしてください。~ 5.まちがっても，けしゴムをつ

2.はじめになまえをかきい i かわないでえんぴつで × 

れなさい。 ~ をつけて けしたかわりにし

3. iひらけJというまで ひら l なさい。

いては，いけません。

4.もんだいはばんごうの じ出

んにやり 3 できないのは3 ね

6. iやめ」と いったら とち出

う:でも やめなさし、。
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11 

すこし

品金;;;f

おかつて

つなぐ いっしょ

ぱらぱらわかれる

たいへん

棲 もん . あまど

ざしき げんかん|

おおきい

16 ------1 
匂 そうだん l

あいず ，;r..."， ー なら.する ~_rfl.温品 ふ する l

I I耳楢ι_I弓彊争 へんじ ち同うし、 | 

こたえる 胆輸F百iPJ する する

-なぐる

たたく

l1同:てなカぎ
ひきだし

ら

け
た

す轟
~

2

ベ河
川
日
!
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ゆ

い

やすむ

れんし陪
うする

-46 -



23 I 24 

私 つける
はがき

ょうい
さがす

する ふうとう

織nr:費，まmたのむ あいさっする|コ圃圃L いり何 ま ど

…お附る|ゴ|圃|・E ガラス どあ』

27 

2~ む話、「a料1恵.h 子、、 つまずく
持

ゅうだち しぶき すべる

ふぶき t! り 』ましる とびだす

州〈さ 事 おき…ぎわ

わかくさやぷ | むこうぎしみなと

32 

ほ品、う.そう
ょく かん _.4.:9"，也ーーかだんはたけ

t.. ij ミ ぴょう で砕宇古宝¥司有 く さすなば
じよう し、/"

34 

四議重長どて お力 品前納零とみち ょっ叫
おとし ほらおな まがり みちIまた
あな かど
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I 35 

ずせま ふと

みじかい ほそい

均一川……

36 

宅診::;ばげた

一.(2)れんしゅう

2 

やま うさぎ とも1':ち :おじさん

つばめ おばさん

0とり さぐら にいさん せんせい

ふゅは
( あっし ) Oさむい。

あたたかい。

すずしい。

4 
おもしろい

3 

。
た1v
 

幸
ι
#
c
 

品
Cを

、、‘E
l
i
-
-f

しな

が

ん

が

十山

A
U

パ

』

J

L

お

ま

ほ

え

，rt
g』
『
』

t

、、、、

もんだい

2 

かわいい きれい くらい ひろい

おいしい あかるい

つよい うまい さびしい ちいさい
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一一-----3 4 

みじかい つめたい そば となり

あおい とおい

あかい うすい すrこう こちら

5 6 

おばあ にいさん
さん

とまる ゆれる

li 11. そよかぜ

ねえさん おかあ
そそぐ ながれるさん

T 
、，
な かみくず く さ し、 し、ー

ほこり しげる

ごみ すな かわ -i" ら

一一
9 10 

めずら ヵ、JっL、
だれ わたししし、 らしし、

うつくしい どなた

きれい あたらしい こ~\. あなた

..，込

こんなにくもがでてきたからあすは きゅうに裂が くもってl bろしろ|きっと
あめだろう。 ふたちまとち 雨M がふってきた。

だんだん

まだ ひょいと

13 14 

「おおきい」の ひ之りぼっちで るすばんをして

|はつ

L、ると

l-i はじめ は「ちいさい」 おもしろい。
まえ である。 おしい。
っきf さびしい。
一
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rT5ー奇".. 
わたしは生まれた時から

このD1fに

|カえってしる| すんでいる。

すすんでいる。
あそんでいる。

17 

だれも ゐそびに こないので

i M へんだ| たいくつだ。 |

おそろしい。 l
きのどくだ。 J

》」
ヲ

Q
m
光と杓〆占Uぴ

po 

(いひといきに|かみ奈りの
じっと l 音がしたO
uまらく

18 

じてんしゅに のって

(枕つけたらiそうだんしたら ころんで

ゆだんしたら しまった。

しんばいしたら

19 20 
ミ
ノちしι，、、‘LV 、νか

に
つh
生

お
な
苅

あ fいし十 l 

it i 
l"i'J'vtt..::o I 、M 可)('-0 I 

よん守 l t.:.o I _0 I 
-f .~ """ __ 
、'òO つ I~ ， 

えん

八十阿の かいものをしておつりを

『 うけとっTこo I 
| しらベた。 I

二十円~ _ _ ，'，_V  ~ 

| あつめた。 I
l かえした。 J

21 22 

えいがをみたらi あまり
きっと |刊しくて
すっかり なみだがでた。

』まとんど

.!.d臨

みんなで大ごえでよんだ。! すると| そして へんじが
しかし きこえた。

けれども

23 24 
ぃIt ラえ き

地の上に木のはがーまい
( はつい

¥ Iてれは
しっぱI、

ていでん

こしょう
立会・

へやの中が くらくなった。

25 i まもなく ¥ ~ き申うに ? 主

ーーがつ 営カ
ひさしぶりに 、

ちかごろ

おわってぷやすぷが
やってきます。

l…る|しずんでいる。!

ながれている。|

うかんで‘いる。 j

26 

t まオつり h

~，~ - I おわり Ir乙3 大きな木が
U1Jの< ..~ ":'，' ~ 川
| はずれ|一本たッている。
l はじめ1
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I 27 I 28 
Eどう しゃがれうに ! まめ宥哀の草に
| 自のまえにきたので I ( のせて h J 1やりしてj -i i M 叶は として t ~..~ L"~~.}R ~ ~ ~V~~ ~.~._ ) やわらかく する n
ほっとして iたちどまった。 I1 とじこめてj
はっきりして J. I I ひたして 』

29 ' 30 
このすjは パスがとまらないので| きりにつつまれて とうだいの

| ベ山 1 I ひがあぶない。 I (かすかに

ーしし of! ¥こ山}，7"，;-_ Q。I ) くっきりと

ふベんだ。 1 lはρ きりと

移ここまできたら3 まえをみなおしなさい。

一れんしゅう

うさぎがいます。 1

これは にわとりです。 2

こねこはかわいい。 3
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もんだい

うまがはしっています。 1

おかちゅんがねている。 2

ひとがあるいている。 3

ぽ2品
武う私語

2 

まさおくんは ふゐしきづっ
みを もっていません。 1

このやかんはふたがない
のでっかえない。 2

この子は リボンをつけて
いない。 3

3 

とんてeくる しろいいぬは
カイフし、し、。 1

いきおいよく まわっていた
こまがたおれた。 2

ぐんぐんあがったたこが
ひっかかった。 3

学ぉ忍ト

!咋
金一み

4 

くらいトンネルから きしゃが
でてきました。 1

トンボが さおのさきに
とまりました。 2

くもが木のえだにすを
はろうとしていた。 3

マどー

ム~'''.''頭?

す~私~
-52 -



1
5 

えんびつに 3を つけなさ
い。

ふでいれに lを つけてみ
ましょう。

ほんに 2を つけてくださ
し、。

6 

;;:;::J 
4豆@。ぬ

このこはゐたらしいおお
きなぼうしを かぶっている
なあ。 1

どれががっこうへいくとき
にはく くつですか。 2

おかあさんが おつかいにい
くとき もっていく ふろし
きづっみは どれですか。 3

た
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つ
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を弓J
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8 

たろうは おとう・さんのかば
んを もっている。 1

二さつのほんが つくえのう
えにある。 2

おさらに りんごと なしが
あります。 3

信也
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品士
--製邑金曜露

しろいふねより くろいふ
ねのほうがおおきい。 3
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11 

せっかく きれいにさいたの
に。 ひどいかぜだこと。 1 さ建

各五
".， 

」醤ζこ

" 
織脇島

，9 
おおきなはなが いっぼんだ
け かひ.んにきしてある。 1

えん とつから けむりをはいた
きpぜんがみえます。 2

明
ヲ生薄弱

合!

はしりながら お主うさんを
おむかえにいく はな了-さ
んは どれですか。 3

一回

:立法
， 

|およ
-54 -
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13 

たFらうは 111のぼりをして
つかれたのでいわの上に
こしかけて やすみました。 1

Illlこ くもがでてきたから
あめになるだろう。 2

いしは おもかったけれども
だいてはこびました。 3

14 
あまぐもなく ひとも かし
てくれないので ほんとにと
まってしまっTこ。 1

パスははしったけれども
きしゃに おいつけませんで
した。 2

道は.まがりくねって けわ
しいのでパスはおもうよ
うにはしらない。 3

移 ここ………。

ー (1)れんしゅう

つぱめが とんでいます。

とんでいるつぱめに Oをつ
けなさい。

μ
&
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もんだい

にわにち抽うりつぶのは

なが さいています。

にわにさいているはなに O 
をつけなさいの

2 

こうえんにはつるがたく

さんいます。

たくさん こうえんにいるも

のに Oをつけなさい。

品:
襲'

3 

きのうは せっぶんでした。

おとうさんが るすだったの

でにいさんがまめをま

きましTょの

まめを まいた人に Oをつ

けなさい。

。角
v
av-4 

まことさんは こうさくにつ

かう はさみをわすれてせ

んせいにも陥うい されま

した。

まことさんのわすれたものに

Oをつけましょう。
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、

5 
しょ、3向

お正月によしこさんはみ

んなでかるたとりをしまし

た。おかあさんが ひとりに

ふたつずつみかんをくださ

いました。

みんなのもらったおさらに

Oをつけなさい。

6 

7 

みちこさんのおとうさんは
ラジオをきくのがだいすぎ
です。

さぶろうさんのおとうさんは
ことりがだいすきです。

けいこさんのおとうさんは
さかなつりがすきです。

さぶろうさんのおとうさんの
すきなものにOをつけなさい。

「としおさんぼくねなつ

やすみにやまへいったよ。」

「ぼくもいったよ。」

「だれといったの。」

「ねえさんといったよ。」

としおさんに Oをつけなさ
し、。

8 
うちじ酷うで じぞんけんあ
そびをしました。
-Jぅ、いかっと まるをひと
つずつかみにかきこみまし
y.  
I~。

00 おとうさん
0000 おかあさん
000 まこと
00000 としこ
一ばんかったひとに Oをつ
けましょう。
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9 いちろうさんたちは おかあさんと まちへいきました。

たくさんのおみせを みながら あるきました。

いちろうさんは おもちゃやで まりをかってもらいました。

おとうとのまさおさんは つみきーをかつてもらいました。

となりのおみせには みかんが 山のようにたらべてありました。

かいものをした おみせにOをつけましょうぷ

10 
もりのなかに ふるいくつが
おちていた。
うさぎや りすやねずみが
まわりにあつまって わいわい
いいはじめた。
そのうちに くまが大きな
こえで
「これはみかんのかわが くろ
くかわったんだよバ といって
くつのかわ受 こつこったた
いてみせた。
とな'1)にいたきつねがわ
らっていた。

くつのかわをたたいたものに
Oをつけま し&う。

移こーたら…M し間
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=: (2)れんしゅ う

あさきてみると，こ〈ばんもきれいだし，つくえも，ぎよろぎよくならんでいま

すu こしかけも きちんと しています。

このこは，いまどこにいるでしょう。

1 'iんどちじよう

3 きょうしつ

もんだい

2 げんかん

4 ろちか

にちょうびに， '!とろうさんは，おとうさんといっしょに，山のぼりにでかけまし

たq ぼちもa つれていきました。

わかれみちのところで，おとろさんは，ぽちをつれてみぎのみちにのぼりました。

たろうさんはひだりのみちをのぼってみました，

どちらがはやいか，ためしてみたのです。

ひだりのみちを，のぼったのは

1 おとうさん 2 ぽ ち
3 おとうさんとぽl':> 4 たろうさん

2 おかあさんは972いどころのこくぱんに，まことさんのために，ょういするもの

を，かきつけておきましTι，

ょ
す t り甲 ? 
い ねん し・
とく:::り亨
う ~.る

も

1111 '-' 

ゐす，なにがあるのでしょろか。

1 うんどうかい 2 えんそく
3 しんたいけんさ 4 しゃせいかい

3 ゆ号がた，すもろのほうそうをきいていると，おかゐさんが，ょん'fe..ので，みん

~，ちゃのまにいきました。

おちゃわんが，きれいにならんでいま寸。

なべから，ゆげがあがっています。

ゐつまって，なにをするのですかぶ

l おやつをたベる 2 ゅうはんをたベる

3 ラジオをきく 4 そろ長んをする
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4 おたんじ主ろかL、を.しました.

はじめに.ざぶろう芦んが，あい芦つをしました。

みちこさんは， rゆちゃけ こやけ」のう士てを， ろ士ていました3
よしこさんは， rかもめのすいへいさんJのおど句を.しまし十，

うた~号士こったのは

1 さ.d:ろうさん

3 み句こさん

2 ;1j.ちこさ;.，とよしこさん

4 よしこe'tん

5 ‘.n 
うちの犬のたまえは， くろいから，くろといいます。

いつもよく，ばんをしさす。ばんをなげてやると，よろこんでたベざすJ ときど

き，よその犬やねこが，へいのそばまでくるとほえます。おとうさんが rくろ，
くろ.J と，よぶと，しっぽを』、ってとんできます。

この文は

1 I"!んをよろこよ:こと

3 うちのくろのこと

2 ねこにほえること

4 しっ』宮を.~.ること

6 七し そ'! A 

コ主さおさんは，虫めがねで，外のけしきを見ました，
め ち・

虫めがれを自に近づけると，外のけしきが，ぼんやり大きく見えきすが，日から
ミニ>> 

だんだんi!liざけると，さかきになって見えますψ

虫めがねを，聞からだんだんはたしていくと

l 外のけしきが，大きく見える 2 ぼんやりと見える

3 IJ、さくなって見える 4 きかきになって見える

ょ
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~しチ
("1るえ
まこと
みちこ
としま占

はなこ

・よ‘ V.
おたんじよう会がはじ去ってから， 教室にはいってきたとしおくんは，

「あっ，つぎがぼくの番T乙」
お 色 ニ.t. e 
と思わず大きな戸を，出してしまいました。

おたんじよ号かいは，いまなにをやっているでしょう。
1 *訴し4まい 2 おどり
3 う た 4 おはなし
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8 uあ うみ あお ひか

春のはじめの海でした9 なみが，青いガラスのように，つやつや光っています。
かぞ てめし わや

しお臥はずださむくて，いわの上で，のりをとる子どもたちのぬれた手足は，赤

くかじかんでしきっていました。

光っているものは

1 ガラス

3なみ

2 の.り

4 い わ

姉は 形の手と足を，方まかせに号|っばって，こわしてしまうと，さっさとへ
1

9柿ケてあし川 ひ

やを出ていきさしたa まさとは.目にいっぱいなみだをためて，しばらく人形を

だきしめてい支したが，やがて，はりと糸をもってきて，なれない手つきで，人

" 形をぬい合わせばじめました。

曹名、

まさ予は，どんな予定狩だったでしょ号 。

1 おliがじぶんの人形をこわしたのでにくらしい
2宮市とけんかして負けてくやしい
3 こわされた人形がかわいそうでたまらない

! 4 ………こわし
ひ台、 ゐか めた

きんや，ぎんに光るほし.赤や青のテープなeで，みせのたかは，みちがえるよ

うにきれいになりました，

この文は

1 みせでは.ほしゃテープをうっていること

2 グリスマスがおわったこと
念ち

3 町の人のいそがしいよろす
ちか

4 !Iリスマスが近づいたこと

11 炉つ舎ゆ多 念もみ曾 ひ玄Cお

っとむさんの学級では，手わけして町の庖や，人通りなどについて，

ことにしましTこ2
金え

一ばんえさr前通り
三ばん学校前湿り

っとむさんはニはんです。

まろこ

つとむさんのしらべる所は

こはん大町通り

四ばん町はずれの国道

1 学校前1湿り 2 町はずれの間道

3 大町通り 4 えき前適り
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[12… ……印刷きま寸 …ぼくのおねがし
わ仏ん しょ〈

をきいてください。ぼくのほしいものは，どう話の:;$:，十二色のt'v才y'，グロ

ーフ:それにもちひとつ，もっきんです。ずいぶんた〈さんで，びっくりしたで

しょう。みんなでなくてもいいのです。

1
13 

14 

もしひとつだったら，ほら，おかあさんわかるでしょう。 ぼく，おんが〈が大す

きなんですから3

おからさまへ まきおより

まさおさんの一ばんほしいものは

1 グロープ
3 もっきん

2 t'レオγ

# どう話iの本

あさ，はやいのに，えきはとてもこんでいました。 .
".， 

Pッタサ"pがぶつかって，あるけませんω ちょっと足をうごかすと，ふまれそ
τ 

ちです。ぼくは，おにいさんのそFをにぎって，はなれないようにしていました。

ζの文のいL、たいことは

1 yッFサッグのこと 2 おにL、さんのこと

3 ひとにぶつかったこと 4 えき)};こんでし、ること

かまきりは，なんすさかやせていて， <びがなが<.ねこぜで，まほうっかいのお

ばあさんのようです。かおが三かくで，かどに自がとびitしてついています。

三かくのものは

1 くぴ

3 おばあきんのせ

2 /J‘ まさ

4 自

15 ねAぜい吟Aせい λ 

こくごのじかんに，一年生が先生につれられて.ぼくたちのきよろしつを見にき

ました。

六年生の人も， うしろについてきたよろです。

ぽ〈は，きよねん，がっころじliI>うを，みてまわったことをおもいだしました。

』まく h主

1 一年生

3 三年生

2 二年生

4 六年生
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16 削・ の

パケツの巾に.Iまちふらがわいた。みていると，闘にもとまらないはやさで，ま

し
るくピゾヒ'y2ニはねておよく.。上へいくと，あすこまを下rして，死んだようにま

っすぐにおりてくる。そして，しばらく水にゆられて.ふわっ kしている。

この文は

1 f~ うふらがわし、たこと

2 Iまうふらのおよぐようす

3 Iまちふらの死んすまこと

4 た〈さんのtまちふらのこと

I 17 "...ふ幡 ざ

わたくしたちのたいおんは.Rでも冬でも，ふつうは三十六，七度ぐらいです。
.t芝包んさ き旬

ところが， かえるは外のìhJ~によって，たいおんがかわります。冬になって寒く
うご じめ.. 

なれば，動けなくなります。そこで，堆面よりもあたた由、ぃ土の中に入りこみ，

冬ごもりをするのです。

この文のいっていることは

1 かえるが冬ごもりをするわけについて

2 人げんのたいおんのことについて

3 土の小はあたたかいことについて

4 かえるは型車がりであることについて

18 めい，( えき かえ

との附lのばん，ゅう子さんは，いそいで訳へいきました。おとろさんの，お帰り

l の品尚にまに各わないとこまります。お長の持活ばかりAMzdふきました。駅
について附をみてほっとしました。まにあったから明。脚部にのる入や，
d込.b<

お見送りの人で，とんぎっしていました。

そのうちに|

|二二コのなかにあてはまるのはつぎのXれですか

l 汽車がつぎつぎにでていきました，

2 おとろさんがこちらへやって含ました。

3 ぉ見栄りの人人が予をふりました。

4 おとうさんが子関にのりました，
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1

19 帥

にわのつばきのめが，とても大きくふくらんで，つやつや光っている正き〈らの

めも，ももいろになってきた。
さt: 曾 tH.

まだこんなに寒いのに.木はもう春のしたくをしているのだなあ。

これは

1 つばきが春のしたく安したこと

2 春が近づいたこと

3 木のめがつやつや光っていること

4 まずさ寒いこと

20のあ舎はは おな

野ぎくも秋の花です。ヨスモスや，はげいとろと同じよろに，秋のはじめから.， 
0'ミ， .・ !と足立fmさきつづけ品川どう調じよろに人目につ

さびしい花は

1 野ぎく主コスモス

2 コスモスと』士rJ'¥，、主う

3 コスモスとりんど号

4 野ぎ〈とりんどう

ゆここ………。
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